【函館市南北海道教育センター】

	研修名：問題解決的な学習における発問や問題提示の工夫の研修


	目　的：問題解決的な学習において、子どもたちが問題に向かい、見通しをもつことができるような発問や問題提示の仕方について学ぶ


	学校種
	小学校
	研修時間
	30分

	対　象
	（メンティ）：問題解決的な学習で，発問や問題提示の仕方についての悩みを抱える若手教員
（メンター）：若手教員の指導に意欲のある先輩教員及び研修を担当しているベテラン教員

	配付物
	・平成29年度学校教育の手引きＰ77・78（北海道教育委員会）


■　展開

	時　間
	主　な　内　容
	備　考

	２分
20分
８分

	１　オリエンテーション
　・ミニ研修の目的を確認する。
２　演習「問題解決的な学習の実際」
＜映像視聴（５分）＞ベテラン教員の導入部分の授業映像を見る。
（1） 実際の授業の映像を見て、問題解決的な学習を進める上で、ベテラン教員がどのように問題を提示したり、発問したりしているかを観察する。メンティがベテラン教員のスキルを探し、授業の組み立てを推測する。
　＜ワークシート記入（５分）＞

（2） ベテラン教員が、どのような既習（もしくは問題）を生かし、
子どもたちに問題を把握させているかを考えワークシートに
記入する。
過程
問題提示の工夫
発問
導入
教師の意図、働きかけで気付いたこと
　＜グループ協議（10分）＞
（3） 記入した内容やその働きかけをしている理由をグループで交

流する。
３　説明・まとめ
（1） メンターが、「平成29年度学校教育の手引（Ｐ77・78）」（北海道教育委員会）を示し、問題解決的な学習のポイントや、発問・問題提示の工夫などについて確認する。
（2） 実際に授業者の発問の意図や、問題提示における工夫を交流し、ベテラン教員のスキルを学ぶ。
（3） 展開時や終末時における発問などのポイントも確認する。
	※ミニ研修の目的を明確に伝える。
※ベテラン教員の授業を見て、問題提示や発問の工夫を探らせる。
※どのような意図で、どんな工夫をしているかを協議し、ベテランの技を学ぶ。
※「平成29年度学校教育の手引（Ｐ77・78）」（北海道教育委員会）を配付する。問題提示については、資料を提示するなど様々な方法があることに触れる。


	期待される成果
	問題解決的な学習における、問題提示の工夫や発問の工夫を確認することにより、ベテラン教員のスキルから、その意図や方法を学び、実際の授業で子どもたちが問題に向かい、見通しをもつことができるような授業改善の効果が期待できる。


